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令和８年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行計画書（一般枠：その他の地域）
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1
継
続
2

○

交
流
・
関
係
人
口

駅を拠点とした活気とにぎわい創
出事業

ＰＬＡＹＩＮＧ実行委
員会

ソフト 2,480 1,200

人口減少に伴う地域社会の衰退、若者の流出による担い手不足が進む
内郷地区において、駅を拠点に人の流れを取り戻す仕掛けづくりを行い、
交流人口の拡大を目指す。
当事業でのイベントの開催を通して、地域の担い手の育成を行いつつ、
将来住みやすい地域とするため、公共交通機関の維持確保につながる
取組を実施し、持続可能な地域の発展を目指す。
①内郷駅を中心とした定期的なイベントの開催
②学生との連携による次世代リーダーの育成

R8.4.1～R9.3.31
いわき市
内郷地区

2
継
続
2

交
流
・
関
係
人
口

よつくら音食祭
福島県復興ビーチ
フェスティバル実行
委員会

ソフト 6,430 2,393

震災以降、四倉海水浴場に訪れる観光客数が減少しており、四倉地区の
賑わいや地域活力の低下、地域経済の衰退など困難な課題が生じてい
る。そこで、四倉地区の地域資源である「海」をメインに交流人口の拡大を
目的としたイベントを開催する。そこでしか体験できないコンテンツや海の
楽しみ方などを展開し、四倉海水浴場の認知度向上を図りつつ、地域の
賑わいや地域活力の向上につなげる。また、地元事業者と連携し、四倉
海岸だけではなく、周辺の店舗にも人の流れを生み出す仕掛けづくりを
行い、地域の賑わいを取り戻す。

R8.4.1～R8.10.31
いわき市
四倉地区

3
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規

県
政
1
5
0
・
昭
和
1
0
0

いわき市市制施行60周年・小名
浜港開港70周年を記念した小野
晋平翁の功績伝承事業

小名浜まちづくり市
民会議

ソフト･
ハード

7,184 3,946

　小野晋平翁は国内有数の産業港である小名浜港の礎を築いたが、地
域での認知度が低い現状があり、いわき市制施行60周年及び小名浜港
開港70周年を契機に、胸像の整備及び子供向けに小冊子の配布や出前
授業の実施、動画の作成を行うことで小野晋平の功績を後世に伝えるた
めの取組。
①小野晋平の功績をまとめた小冊子及び動画制作
②小野晋平翁胸像の整備、記念プレートの製作、記念式典の開催
③出前授業の実施

R8.4.1～R9.1.31
いわき市

小名浜地区
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規

県
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1

5

0

・

昭

和

1

0

0

いわきの魅力博覧会～いわきの
過去・現在・未来～

公益社団法人いわき
青年会議所

ソフト 2,143 1,428

震災を実体験として持たない「震災ネイティブ世代」をはじめとした若年層
の間で郷土への誇りを育む土壌が希薄化していることから、いわき市制施
行６０周年及び東日本大震災と原発事故から１５年を節目として、いわきの
「過去・現在・未来」を一連の流れとして体験するイベントを開催すること
で、若年層及び来場者がいわきの魅力を再認識することを目指す。

R8.8.1～R8.9.30
いわき市

小名浜地区

5
新
規

交
流
・
関
係
人
口

はまどおりSIフェス
はまどおりSIフェス実
行委員会

ソフト 1,212 808

障害の有無により交流が分断されている中で、北欧において自己表現や
感情の解放に用いられるヘビィメタルを中心とした音楽イベント、シンポジ
ウムの開催を通じて、それぞれの立場の相互理解を図ったうえで、イベン
トの開催による交流人口・関係人口の拡大を目指す。

R8.8.1～R9.1.31
いわき市

小名浜地区

（いわき地方振興局） 3件 19,449 9,775累計


